
苦
難
の
先
に
曙
光
あ
り

同
窓
会
会
長

竹  

井　

 

淳

（
宗
高
十
二
回
卒
）

新
校
長
の
ご
挨
拶

重
点
措
置
」や「
緊
急
事
態
宣
言
」に

よ
り
、伝
統
行
事
の
博
多
ど
ん
た
く
や

博
多
祇
園
山
笠
の
二
年
連
続
中
止
な
ど

想
像
を
超
え
た
事
態
に
な
り
、今
年
の

同
窓
会
総
会
は
例
年
ど
お
り
の
開
催
を

断
念
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
状
況
等
を
考
慮

し
て
、今
年
の
同
窓
会
総
会
に
限
っ
て

秋
に
延
期
し
コ
ロ
ナ
対
策
を
十
分
行
っ

た
上
で
の
新
し
い
形
の
総
会
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
今
年
は
静
か
な
同
窓
会

総
会
に
な
り
ま
す
が
、
ど
う
か
お
察

し
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

希
望
に
満
ち
た
令
和
と
い
う
新
し
い

時
代
に
入
り
、百
周
年
を
無
事
成
功
さ

せ
て
、同
窓
の
皆
様
と
共
に
宗
高
魂
を

明
日
へ
の
生
活
の
バ
ネ
に
し
て
飛
躍
し

て
行
こ
う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
に
、百

年
に
一
度
の
感
染
症
に
世
界
中
が
襲
わ

れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

こ
れ
も
慢
心
す
る
人
類
へ
の
神
に

よ
る
試
練
で
し
ょ
う
か
。　
　
　
　
　

　

暑
さ
厳
し
き
折
、会
員
の
皆
様
に
お

か
れ
ま
し
て
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
拝
察

い
た
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

さ
て
、創
立
百
周
年
記
念
事
業
が
無

事
に
終
了
し
ま
し
た
が
、 

昨
年
は
年
初

か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

世
界
的
大
流
行
に
よ
り
、
緊
急
事
態

宣
言
の
発
令
で
日
本
中
が
外
出
自
粛
や

イ
ベ
ン
ト
中
止
で
萎
縮
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
同
窓
会
総
会
や
支
部
総
会
な
ど

多
く
の
行
事
が
中
止
と
な
り
紙
面
で

の
承
認
と
い
う
苦
肉
の
策
を
取
ら
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　

　

今
年
こ
そ
は
と
思
い
ま
し
た
が
、 

コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株
が
急
激
に
蔓

延
し
て
、ま
た
し
て
も「
ま
ん
延
防
止
等

　

何
は
と
も
あ
れ
、こ
れ
か
ら
も
宗
像

高
校
を
担
う
若
き
後
輩
た
ち
を
後
方

か
ら
応
援
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　
　

　

住
所
変
更
は
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
簡
単
に
で

き
ま
す
の
で
是
非
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
は
会
員
の
皆
様
の
ま
す
ま
す

の
ご
活
躍
を
祈
念
し
て
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

福
岡
県
立
宗
像
高
等
学
校
同
窓
会
会

員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、益
々
御

清
祥
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、日
頃
か
ら
宗
像
中
学
校
・
宗
像
高

等
学
校
の
教
育
活
動
に
対
し
ま
し
て
、

物
心
両
面
に
わ
た
る
心
温
ま
る
御
支
援

校 

長伊 

藤  

啓 

一
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を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

私
は
、本
年
度
の
人
事
異
動
で
、福
岡
県

立
宗
像
高
等
学
校
第
二
十
五
代
・
宗
像
中

学
校
第
五
代
校
長
と
し
て
着
任
い
た
し
ま

し
た
伊
藤
啓
一
と
申
し
ま
す
。
宗
像
高
校

に
は
平
成
三
年
度
か
ら
二
十
三
年
度
ま
で

の
二
十
一
年
間
と
、教
頭
と
し
て
平
成
二
十

九
年
度
か
ら
の
二
年
間
お
世
話
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

創
立
百
年
を
越
え
る
輝
か
し
い
伝
統
と

実
績
を
誇
り
、わ
が
国
を
は
じ
め
世
界
中
の

各
界
で
活
躍
さ
れ
た
先
達
と
、現
在
活
躍
中

の
多
く
の
卒
業
生
を
擁
す
る
本
校
に
三
度

御
縁
を
い
た
だ
き
、中
学
校
と
高
等
学
校
の

教
育
に
携
わ
る
者
と
し
て
こ
の
上
な
い
喜
び

で
あ
り
、身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
微

力
で
は
あ
り
ま
す
が
、同
窓
会
の
皆
様
の
御

指
導
を
仰
ぎ
な
が
ら
、本
校
の
伝
統
と
実
績

に
恥
じ
ぬ
よ
う
、生
徒
、教
職
員
と
と
も
に

全
力
で
業
務
に
邁
進
し
て
参
る
所
存
で
す
。

　

校
訓「
質
実
剛
健
・
自
彊
不
息
」は
、創
立

以
来
本
校
で
学
ん
だ
卒
業
生
、そ
し
て
在
校

生
の
人
生
の
指
針
と
し
て
、誇
り
高
く
そ
の

胸
に
刻
ま
れ
、百
年
の
歴
史
と
と
も
に
脈
々

と
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
ま
す
。
宗
像
高

校
は
、「
文
武
両
道
」を
校
是
と
す
る
学
校
で

す
。
進
学
校
と
し
て
多
く
の
進
学
実
績
を

上
げ
る
と
と
も
に
、部
活
動
に
お
い
て
も
多

く
の
部
が
全
国
大
会
、九
州
大
会
に
出
場
し

て
い
ま
す
し
、県
内
の
大
会
で
も
大
い
に
活

躍
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、様
々
な
制
限
の

中
で
の
教
育
活
動
に
は
な
り
ま
す
が
、で
き

な
い
こ
と
を
嘆
く
の
で
は
な
く
、で
き
る
こ

と
を
、生
徒
や
教
職
員
、保
護
者
の
方
々
や

同
窓
会
、地
域
の
方
々
な
ど
宗
像
中
学
・
宗

像
高
校
を
支
え
て
く
だ
さ
る
全
て
の
方
々

と
協
力
し
な
が
ら
、宗
像
中
学
校
・
宗
像
高

等
学
校
が
よ
り
一
層
、生
徒
に
と
っ
て
学
び

が
い
の
あ
る
学
校
、保
護
者
に
と
っ
て
通
わ

せ
が
い
の
あ
る
学
校
、地
域
に
と
っ
て
は
応

援
し
が
い
の
あ
る
学
校
、そ
し
て
、教
職
員

に
っ
て
は
働
き
が
い
の
あ
る
学
校
に
な
る
よ

う
、力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。　
　
　

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、同
窓
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、ひ
き
つ
づ
き
本
校
の

「
革
新
す
る
伝
統 

宗
高
新
世
紀
」の
様
々
な

教
育
活
動
に
御
理
解
を
い
た
だ
き
、御
支

援
・
御
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
衷
心
よ
り
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、新
型
コ
ロ

ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
防
止
の
た
め
に
く
れ
ぐ
れ

も
体
調
管
理
に
御
留
意
い
た
だ
き
、益
々
の

御
健
勝
、御
活
躍
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ま

し
て
、御
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。　
　
　
　

【 

本 

部 

役 

員 

】

【 

各 

支 

部 

役 

員 

】
川 

島  

照 

亮

麻 

生  

和 

正

吉 

田    

晃

真 

武  

邦 

彦

小 

室  

宏 

孝

橋 

本  　

 

浩

竹 

井    

淳

占 

部 

眞
砂
子

中 

森  

展 

代

吉 

永  

克 

美

江 

口  

友 

弘

石 

松  

豊 

幸

矢 

野  

公 

樹

鷹 

取  

知 

子

加 

来  

玲 

聡

品 

川  

嵩 

翔

岩 

熊  　

 

徹

恒 

任  

雅 

代

竹 

西 

城
太
郎

古 

瀬  

保 

子

玉 

城 

喜
代
志

花 

田    

亮

川 

端  　

 

正

田 

川  

隆 

年

小 

川  

和 

明

花 

田  

清 

隆

鈴 

木  

文 

代

田 

中  

浩 

二

吉 

永  

泰 

像

結 

城  

俊 

子

安 

部  

有 

樹

加 

藤  

和 

久

吉 

川  

弘 

達

堤    

一 

成

高 

山  

優 

徳

土 

田 

真
基
子

名
誉
会
長

顧　
　

問

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

会　
　

長

副 

会 

長

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

　

〃
　

書 

記 

長

書　
　

記

　

〃
　

会　
　

計

監
査
委
員

　

〃
　

支
部
長

副
支
部
長

　

〃
　

事
務
局
長

支
部
長

事
務
局
長

支
部
長

副
支
部
長

　

〃
　

事
務
局
長

支
部
長

副
支
部
長

　

〃
　

事
務
局
長

支
部
長

副
支
部
長

　

〃
　

事
務
局
長

東
京
支
部

関
西
支
部

北
九
州
支
部

福
岡
支
部

宗
像
市
役
所
支
部

同
窓
会
新
体
制
に
つ
い
て

（
宗
高
３
回
卒
）

（
宗
中
24
回
卒
）

（
宗
高
２
回
卒
）

（
宗
高
７
回
卒
）

（
宗
高
15
回
卒
）

（
宗
高
27
回
卒
）

（
宗
高
12
回
卒
）

（
宗
高
６
回
卒
）

（
宗
高
12
回
卒
）

（
宗
高
17
回
卒
）

（
宗
高
18
回
卒
）

（
宗
高
27
回
卒
）

（
宗
高
32
回
卒
）

（
宗
高
43
回
卒
）

（
宗
高
48
回
卒
）

（
宗
高
57
回
卒
）

（
宗
中
24
回
卒
）

（
宗
高
23
回
卒
）

（
宗
高
21
回
卒
）

（
宗
高
19
回
卒
）

（
宗
高
21
回
卒
）

（
宗
高
22
回
卒
）

（
宗
高
17
回
卒
）

（
宗
高
25
回
卒
）

（
宗
高
21
回
卒
）

（
宗
高
10
回
卒
）

（
宗
高
15
回
卒
）

（
宗
高
22
回
卒
）

（
宗
高
19
回
卒
）

（
宗
高
15
回
卒
）

（
宗
高
48
回
卒
）

（
宗
高
23
回
卒
）

（
宗
高
31
回
卒
）

（
宗
高
37
回
卒
）

（
宗
高
37
回
卒
）

（
宗
高
37
回
卒
）
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私　立　大　計

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

26

1

2

1

1

2

530

1

2

1

424

1

2

106

令和２年度 大学等合格者数一覧

国　立　大　計

総　　　　計

総　　　　計

公　立　大　計

国 公 立 大 総 計

国　　立　　大 合計 現役 過年

公　　立　　大 合計 現役 過年

筑 波 大 学

千 葉 大 学

お茶の水女子大学

東 京 外 国 語 大 学

東 京 工 業 大 学

大 阪 大 学

広 島 大 学

山 口 大 学

香 川 大 学

九 州 大 学

九 州 工 業 大 学

福 岡 教 育 大 学

佐 賀 大 学

長 崎 大 学

熊 本 大 学

大 分 大 学

宮 崎 大 学

鹿 児 島 大 学

私　　立　　大 合計 現役 過年

東 京 理 科 大 学

東 洋 大 学

日 本 大 学

法 政 大 学

明 治 大 学

明 星 大 学

立 教 大 学

立 正 大 学

早 稲 田 大 学

関 東 学 院 大 学

名 城 大 学

同 志 社 大 学

佛 教 大 学

立 命 館 大 学

龍 谷 大 学

大 阪 体 育 大 学

関 西 大 学

関 西 外 国 語 大 学

近 畿 大 学

関 西 学 院 大 学

環 太 平 洋 大 学

福 山 大 学

安 田 女 子 大 学

梅 光 学 院 大 学

九 州 共 立 大 学

九 州 産 業 大 学

九 州 女 子 大 学

久 留 米 大 学

産 業 医 科 大 学

西 南 学 院 大 学

西 南 女 学 院 大 学

第 一 薬 科 大 学

筑 紫 女 学 園 大 学

中 村 学 園 大 学

福 岡 大 学

福 岡 工 業 大 学

福 岡 女 学 院 大 学

九州栄養福祉大学

日本赤十字九州国際看護大学

福岡女学院看護大学

純 真 学 園 大 学

福 岡 看 護 大 学

私　　立　　大 合計 現役 過年

短　　　　大 合計 現役 過年

専門・各種・その他 合計 現役 過年

九州女子短期大学

香蘭女子短期大学

中村学園大学短期大学部

西 日 本 短 期 大 学

福岡工業大学短期大学

防 衛 大 学 校

防 衛 医 科 大 学 校

水 産 大 学 校

九州職業能力開発大学校

久留米大学医学部附属臨床検査専門学校

小倉リハビリテーション学院

製鐵記念八幡看護専門学校

福岡ECO動物海洋専門学校

東京ビューティーアート専門学校

福岡理容美容専門学校

専門学校九州ビジュアルアーツ

専門学校福岡カレッジ・オブ・ビジネス

福岡外語専門学校

福岡ベルエポック美容専門学校

東 京 ア カ デ ミ ー

公務員ビジネス専門学校

麻生公務員専門学校

専門学校九州テクノカレッジ

資格スクール大栄

医療福祉専門学校緑生館

宗像看護専門学校

福岡高等技術専門校

福 岡 市 役 所

鞍 手 町 役 場

粕屋北部消防本部

山口東京理科大学

下 関 市 立 大 学

山 口 県 立 大 学

北 九 州 市 立 大 学

福 岡 女 子 大 学

熊 本 県 立 大 学

宮崎県立看護大学

名 桜 大 学

私　　立　　大 合計 現役 過年

国際医療福祉大学

城 西 大 学

順 天 堂 大 学

白 百 合 女 子 大 学

専 修 大 学

中 央 大 学

帝 京 大 学

東 海 大 学
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1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

28
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1

1

1

1

7

1

1

1

1

1

5

2

2

2

1

1

1

1

3

5

11

1

11

9

23

10

10

9

4

8

7

117
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1

1

1

2

3

9

8

7

22

10

5

8

3

7

6

95

1

1

2

2

1

3

2

1

5

1

1

1

1

22

2

2

2

26

4

3

1

1

41

158

2

2

2

24

3

3

1

37

132

2

1

1

4

26

4

1

1

1

7

4

2

7

4

1

1

7

2

2

6

1

2

1

6

1

1

3

2

1

1

1

4

1

2

1

1

24

6

5

1

2

12

3

1

1

1

1

3

61

16

4

6

63

5

1

7

32

150

25

23

2

6

5

4

1

1

1

1

1

1

1

1

1

4

1

1

9

6

1

2

8

1

1

1

1

3

61

15

4

6

55

3

1

7

32

112

19

19

2

5

4

4

1

5

2

1

2

1

15

4

1

4

2

1

1

8

2

38

6

4

1

1

西 九 州 大 学

長 崎 国 際 大 学

崇 城 大 学

熊本保健科学大学

立命館アジア太平洋大学
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令和２年度 部　活　動　結　果
《
全
国
大
会
出
場
》

《
九
州
大
会
出
場
》

《
県
大
会
出
場
》

●
電
気
物
理
部
　
　
　
　
●
水
泳
部（
団
体
）

●
山
岳
同
好
会
　
　
　
　
●
放
送
部

●
陸
上
競
技
部（
個
人
）　
●
卓
球
部（
個
人
）

●
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

●
女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

●
女
子
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

●
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

●
弓
道
部（
団
体
・
個
人
）

●
剣
道
部（
団
体
）

中  

学  

校

高
　  

校

  『
図
書
館
を
使
っ
た
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル
』

　 

・
全　

国 「
優
秀
賞
・
読
売
新
聞
社
賞
」 

１
名

　 

・
宗
像
市 「
佳 

作
」 

１
名

◆
陸
上
競
技
部

  『
Ｕ
20 

選
抜
競
歩
大
会
』

　
　

２
月
16
日 《
兵
庫
県
》

　
　

 

・
女
子
５
㎞ 

  『
全
国
高
等
学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
』

　
　

10
月
23
日 《
広
島
県
》

　
　

 

・
女
子
５
０
０
０
ｍ
競
歩　

◆
電
気
物
理
部

  『
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
２
０
２
１
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
』

  『
九
州
高
等
学
校  

生
徒
理
科
研
究
発
表
大
会
』

◆
放
送
部

  『
高
等
学
校
総
合
文
化
祭  

放
送
コ
ン
テ
ス
ト
九
州
大
会
』

　
　

 

・
朗
読
部
門

◆
弓
道
部

  『
第
28
回 

全
九
州
高
等
学
校  

弓
道
新
人
選
手
権
大
会
』

　
　

 

・
中 

止　
《
長
崎
県
》

◆
弓
道
部

  『
第
39
回
全
国
高
等
学
校
弓
道
選
抜
大
会
』

　
　

12
月
25
日
〜
26
日 《
岐
阜
県
》

◆
電
気
物
理
部

  『
ロ
ボ
カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ
パ
ン
オ
ー
プ
ン
２
０
２
０
』

　
　

 

・
中 

止　
《
和
歌
山
県
》

  『
第
44
回
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
２
０
２
０
』

　
　

こ
う
ち
総
文 

　
　

 

・
自
然
科
学
部
門（
研
究
発
表
物
理
部
門
）

  『
税
の
作
文
』

　 

・
福
岡
県
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会
会
長
賞
１
名

  『
第
４
回 

き
ゅ
う
で
ん
は
が
き
新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
』

　 

・
優
秀
賞
１
名
、 

入
選
２
名
、 

奨
励
賞
４
名
、 

        

ク
ラ
ス
賞
２
年
Ａ
組
と
２
年
Ｂ
組

  『
第
11
回 

い
っ
し
ょ
に
読
も
う
！ 

新
聞
コ
ン
ク
ー
ル
』

　 

・
奨
励
賞
１
名
、学
校
奨
励
賞

  『
少
年
の
主
張
福
岡
県
大
会
』

　 

・
奨
励
賞
13
名

《
教
科
関
係
》

◆
電
気
物
理
部

  『
ロ
ボ
カ
ッ
プ
サ
ッ
カ
ー
ロ
ボ
ッ
ト
の
部
』

　 

・
福
岡
ノ
ー
ド
大
会  

優
勝（
２
名
）、準
優
勝（
３
名
）

　 

・
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
２
位（
２
名
）、３
位（
２
名
）

◆
放
送
部

  『
筑
前
地
区
新
人
ア
ナ
ウ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト

　 

・
ア
ナ
ウ
ン
ス
部
門

　
　
「
入
選
」２
名
、 「
優
勝
」１
名

◆
卓
球
部

  『
宗
像
地
区
新
人
卓
球
大
会  

男
子
団
体
』

　 

・
第
３
位

◆
陸
上
競
技
部

　 

・
個
人 

： 

男
子
２
名
、 

女
子
３
名

        

筑
前
地
区
大
会
出
場

◆
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 （
男
子
・
女
子
）

　 

・
宗
像
区
大
会
出
場

◆
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部（
女
子
）

　 

・
宗
像
区
大
会
出
場

《
部
活
動
関
係
》

令和３年度 人　  事  　異　  動

離 

退 

任 

者
校 

長

教
諭（
保
健
体
育
）

再
任
用
養
護
教
諭

教
諭（
国
語
）

常
勤
講
師（
英
語
）

主 

事
主 

事
企
画
主
査（
司
書
）

主
幹
教
諭（
数
学
）

教
諭（
数
学
）

教
諭（
国
語
）

教
諭（
国
語
）

教
諭（
地
歴
公
民
）

教
諭（
理
科
）

教
諭（
家
庭
）

養
護
教
諭

教
諭（
芸
術
）

常
勤
講
師（
家
庭
）

非
常
勤
講
師（
英
語
）

非
常
勤
講
師（
芸
術
）

深 

瀬  

信 

也

筑
紫
丘
高
校
へ

玄
界
高
校
へ

那
珂
川
市
立
片
縄
小
学
校
へ

新
宮
高
校
へ

古
賀
特
別
支
援
学
校
へ

退  

職 

↓ 

再
任
用
で
本
校
へ

退  

職
門
司
学
園
高
校
へ

香
椎
高
校
へ

東
筑
高
校
へ

遠
賀
高
校
へ

光
陵
高
校
へ

退 

任 

↓ 

本
校
非
常
勤
講
師
へ

筑
豊
高
校
へ

修
猷
館
高
校
・
玄
界
高
校
へ

東
筑
高
校
・
鞍
手
高
校
へ

《
管
理
職
》

新 

転 

任 

者

《
事　

務
》

《
教
員（
高
等
学
校
）》

小 

田  

真 

一

小 

泉  

博 

美

梅 

本 

麻
貴
子

川 

端  

夕 

貴

退
職 

↓ 

再
任
用
で
本
校
へ

退
任 

↓ 

博
多
青
松
高
校
へ

柳
川
市
立
昭
代
中
学
校
へ

退
任 

↓ 

み
や
こ
町
立
勝
山

　
　
　
　

  

中
学
校
新
規
採
用

《
教
員（
中
学
校
）》主

任
主
事

主 

事
主
任
学
校
司
書

平 　

真
理
子

池 

本  

琉 

華

福 

島  

京 

子

博
多
青
松
高
校
よ
り

新
規
採
用

県
立
図
書
館
よ
り

《
事　

務
》

校 

長

伊 

藤  
啓 
一

福
岡
県
公
立
古
賀
竟
成
館
高
校
よ
り

《
管
理
職
》

教
諭（
国
語
）

養
護
助
教
諭

非
常
勤
講
師（
芸
術
）

非
常
勤
講
師（
芸
術
）

綿 

田  

由 

香

星 

野  

千 

秋

藤 

川  

麻 

利

是
枝　

 　

武

宗
像
市
立
中
央
中
学
校
よ
り

新
規
採
用  

新
規
採
用

新
規
採
用

《
教
員（
中
学
校
）》

主
幹
教
諭（
数
学
）

教
諭（
国
語
）

教
諭（
国
語
）

教
諭（
公
民
）

教
諭（
理
科
）

黑 

光  

俊 

文

山 

本  

佳 

奈

吉 

浦 

未
来
也

有 

安  

風 

嘉

大 

岡  

裕 

太

新
宮
高
校
よ
り

北
筑
高
校
よ
り

新
規
採
用

稲
築
志
耕
館
高
校
よ
り

東
筑
高
校
よ
り

教
諭（
英
語
）

教
諭（
家
庭
）

教
諭（
家
庭
）

養
護
教
諭

期
限
附
実
習
助
手

非
常
勤
講
師（
国
語
）

岩 

田
み
ど
り

安 

倍  

昌 

代

岡 

村  

美 

雪

福 

田  

由 

美

城 

戸  

悠 

太

吉 

野 

佐
智
子

八
幡
工
業
高
校
よ
り

筑
前
高
校
よ
り

東
筑
高
校
よ
り

北
筑
高
校
よ
り

新
規
採
用

新
規
採
用

《
教
員（
高
等
学
校
）》

永 
田 
恵
梨
花

江 

渕  
秀 
一 

井 

上  

健 

雄

寺 

本  

真 

一

真 

子  

博 

昭

遠 

藤  

精 

近

安 

川  

基 

明

上 

原  　

 

直

藤 

田  

真 

生

福 

田  

陽 

子

原 

尻  

智 

子

高 

倉  

秀 

也

榊　

 

と
み
代

森 

山  

英 

治

齋 

藤  

礼 

子
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新入生集会
休校中のオンライン授業 授業再開

１学期終業式

分散登校
ZOOMでオンライン
ホームルーム

文Ⅰ太鼓演奏（自彊館）11月

7月 文化部・委員会  成果発表会月6

卒業式3月

〈令和２年度〉

●今年度の年間行事予定につきましては、学校ホームページをご覧ください。（※変更になる場合があります。）

4月 5月
8月

スポーツフェスティバル （生徒会作成）9月

【写真提供】

ハナダ写真館



活躍する
同 窓 生

　

五
十
回
卒
の
香
川
大
介
で
す
。
今
は
画

家
と
し
て
栃
木
県
の
日
光
東
照
宮
に
ほ
ど

近
い
場
所
に
拠
点
を
持
ち
、国
内
外
各
地

で
の
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。　
　
　
　

　

学
生
当
時
情
熱
を
燃
や
し
た
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
は
今
で
も
婦
人
バ
レ
ー
の
監
督
と

し
て
続
き
、進
路
を
決
め
た
後
体
育
館
と

同
じ
く
長
い
時
間
を
過
ご
し
た
美
術
室
は

今
も
鮮
や
か
に
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
二
十

数
年
経
っ
た
今
も
、私
の
生
活
は
あ
の
頃
の

延
長
線
上
に
あ
る
よ
う
で
す
。　
　
　
　

　
〝
好
き
な
事
を
仕
事
に
で
き
る
〞と
聞
こ

え
は
良
い
の
で
す
が
、当
然
良
い
こ
と
ば
か

り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
い
ま
だ
収
束
の
見

え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
で
、

昨
年
度
予
定
さ
れ
て
い
た
展
覧
会
や
長
期

制
作
全
て
に
ス
ト
ッ
プ
が
か
か
り
ま
し
た
。

何
し
ろ
不
要
不
急
の
存
在
で
す
の
で
途
方

に
暮
れ
る
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、近
所
の

高
校
か
ら
美
術
講
師
の
依
頼
が
き
た
の
は

そ
ん
な
不
思
議
な
タ
イ
ミ
ン
グ
で
し
た
。

迷
う
こ
と
な
く
引
き
受
け
た
も
の
の
、ま

さ
か
先
生
と
呼
ば
れ
る
日
が
く
る
と
は

思
い
も
よ
ら
ず
、日
々
ぶ
つ
か
る
壁
に
試
行

錯
誤
の
中
自
身
の
高
校
生
活
を
ふ
り
か
え

る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
大
好
き

だ
っ
た
先
生
、苦
手
だ
っ
た
先
生
、授
業
の

合
間
の
何
気
な
い
一
言
が
忘
れ
ら
れ
な
い

先
生
、そ
ん
な
い
ず
れ
か
に
私
も
な
れ
る

で
し
ょ
う
か
。
東
郷
駅
か
ら
の
通
学
路
、

大
き
な
校
舎
、今
は
も
う
見
る
こ
と
の
で

き
な
い
景
色
、そ
こ
に
は
た
く
さ
ん
の
思
い

出
と
共
に
自
分
を
構
成
す
る
大
事
な
三
年

間
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時
と
今
と
あ
ま
り

に
違
う
社
会
で
す
が
、先
の
見
え
な
い
今
、

経
験
か
ら
出
る
言
葉
よ
り
も
生
徒
と
共

に
学
び
挑
戦
す
る
こ
と
を
楽
し
ん
で
い

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

先
日
、一
年
の
延
期
と
な
っ
て
い
た
北
九

州
市
で
の
展
覧
会
を
無
事
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
諸
先
輩
方
は
じ
め
、久

し
ぶ
り
に
会
う
同
級
生
た
ち
、大
変
な
時

期
に
も
関
わ
ら
ず
多
く
の
方
々
に
足
を
運

ん
で
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
ま
た
、そ
の
際
に
今
回
の
掲
載
を
す

す
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
恩
師
矢
野
公
樹

先
生
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
母
校
の
さ

ら
な
る
発
展
を
祈
り
、い
つ
か
皆
様
に
も

作
品
を
み
て
い
た
だ
く
機
会
が
あ
れ
ば
嬉

し
く
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

香 川  大 介
（宗高50回卒）

2019年 うつろう山
東京/汐留　パークホテル東京での展覧会開催時、一週間の公開制作にて富士山を眺める25階
エントランスホールで描きあげた作品。

■ 

２
０
０
９
年
２
月 【
京
都
／
東
本
願
寺
】

　

企
画
展 『
感
応－

真
宗
と
出
遇
っ
た
芸
術

　

家
た
ち
』 

に
出
品

■ 

２
０
１
１
年
９
月 【
栃
木
／
日
光
市
】

　
『
香
川
大
介 

生
の
絵
画
展
』 （
小
杉
放
菴

　

記
念
日
光
美
術
館
）

■ 

２
０
１
５
年
７
月 【
長
野
／
大
町
市
】

　

原
始
感
覚
美
術
祭
で
制
作
中
だ
っ
た

　
『
蔵
の
22
神
像
』 

が
４
年
越
し
の
完
成
。

　

そ
の
後
２
０
１
７
年
に
画
集 『
蔵
の
22
神

　

像
』 

と
し
て
出
版
さ
れ
る　

■ 

２
０
１
５
年
11
月 【
イ
ン
ド
／
カ
ガ
リ
ア
】

　

ウ
ォ
ー
ル
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル（
Ｗ
Ａ
Ｆ
）

　

に
て
現
地
小
学
校
の
教
室
内
壁
画
制
作

■ 

２
０
１
６
年
12
月 【
東
京
／
汐
留
】

　

パ
ー
ク
ホ
テ
ル
東
京
企
画
Ａ
Ｉ
Ｈ
に
て

　
『
縄
文
』 

の
部
屋
を
制
作

■ 

２
０
１
７
年
６
月 【
栃
木
／
日
光
市
】

　
『
吉
見
屋
／
香
川
大
介
美
術
館
』 

を
設
立

■  

２
０
１
８
年
９
月 【
イ
ン
ド
／
ム
ン
バ
イ
】

　

企
画
展 

『
漆
と
絵
師
』 

を
開
催

■  
２
０
１
９
年
９
月 【
東
京
／
汐
留
】

　
『
秋
分
け
の
ま
れ
び
と
』（
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
東
京
）

■  

２
０
２
０
年
10
月 【
福
島
／
猪
苗
代
】

　

Ｗ
Ａ
Ｆ
に
て 
猪
苗
代
高
校
の
教
室
内
壁

　

画
制
作

主
な
展
覧
会
（
制
作
）

■ 

２
０
２
１
年
４
月 【
福
岡
／
門
司
港
】

　
『
海
峡
わ
た
る
森
』（
関
門
海
峡
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
）

■ 

２
０
２
０
年
４
月
よ
り 

日
光
明
峰
高
校
に

  

て
非
常
勤
講
師
と
し
て
美
術
を
指
導
す
る
。
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令
和
三
年
三
月
一
日
に
宗
像
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
梅
野
倖
子
と
申
し
ま
す
。　

　

私
は
こ
の
春
か
ら
順
天
堂
大
学
に
進
学

し
ま
す
。
そ
ん
な
私
の
三
年
間
の
陸
上
生

活
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

私
は
元
々
小
学
校
・
中
学
校
と
、バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
い
ま
し
た
。
ず
っ
と

続
け
て
き
た
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
や
め

て
、高
校
生
に
な
っ
て
陸
上
競
技
を
始
め
た

理
由
は
、こ
れ
！
と
い
っ
た
も
の
は
あ
り
ま

せ
ん
。
し
い
て
言
う
と
す
る
な
ら
ば
、走
る

こ
と
が
好
き
だ
か
ら
で
す
。
な
の
で
、そ
ん

な
私
は
、凄
く
軽
い
気
持
ち
で
顧
問
の
野
村

先
生
・
小
田
先
生
の
元
へ
同
級
生
の
仲
間
と

共
に
挨
拶
に
行
き
ま
し
た
。「
中
学
校
の
時

や
っ
て
た
種
目
は
何
？
」と
い
う
先
生
か
ら

の
質
問
に
、私
の
頭
の
上
に
は
多
く
の
ク
エ

ス
チ
ョ
ン
マ
ー
ク
が
あ
り
ま
し
た
。
次
の

日
、野
村
先
生
か
ら「
競
歩
っ
て
知
っ
て

る
？
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
が
私

の
競
歩
人
生
の
始
ま
り
だ
っ
た
の
だ
と
思
い

ま
す
。
初
め
て
の
試
合
は
堂
々
の
最
下
位

で
し
た
。
恥
ず
か
し
い
気
持
ち
は
、今
ま
で

に
な
い
く
ら
い
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
不

思
議
な
こ
と
に
、も
う
試
合
に
出
た
く
な

い
、嫌
だ
、と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ

れ
が
ま
た
奇
跡
で
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

そ
の
県
大
会
以
降
出
場
し
た
試
合
で
は
、

毎
回
ベ
ス
ト
タ
イ
ム
を
更
新
し
ま
し
た
。

タ
イ
ム
が
ど
ん
ど
ん
縮
ま
っ
て
い
く
こ
と
に

大
き
な
喜
び
を
感
じ
、も
っ
と
も
っ
と
成
長

し
た
い
と
何
度
も
思
い
ま
し
た
。
そ
の
気

持
ち
と
勢
い
は
、二
年
生
に
な
っ
て
か
ら
も

変
わ
ら
ず
さ
ら
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

日
々
の
練
習
で
、時
に
腰
が
痛
く
な
っ
た

り
、合
宿
で
初
め
て
挑
ん
だ
30
㎞
練
習
の
翌

日
に
膝
が
腫
れ
上
が
り
歩
け
な
く
な
っ
た

り
、つ
ら
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
け
れ
ど
、

そ
れ
で
も
競
歩
を
続
け
て
こ
れ
た
の
は
、

「
競
歩
が
楽
し
い
か
ら
」と
い
う
こ
と
も
あ

り
ま
し
た
が
、「
誰
よ
り
も
強
く
な
り
た
い
」

と
い
う
自
分
自
身
の
気
持
ち
が
、継
続
で
き

た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　

そ
し
て
二
年
生
の
時
に
出
場
し
た
初
め

て
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ…

挑
戦
す
る
気
持
ち
で

挑
み
ま
し
た
。
結
果
、私
は
五
位
に
入
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
表
彰
台
か
ら

見
た
景
色
は
幸
せ
そ
の
も
の
で
し
た
。
こ
こ

ま
で
努
力
し
て
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
、と

心
の
底
か
ら
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時

に
来
年
は
必
ず
こ
の
場
所
に
戻
っ
て
き
て

梅 野  倖 子
（宗高72回卒）

活躍する
同 窓 生

私
の
競
歩
人
生
の
始
ま
り

様々なワークショップ
素焼きした陶器や様々な素材に絵付けしていくワークショップ。考えない、計画
しない、集中しないという環境により、制作者も意図しない作品が生まれる。
全国各地で不定期開催しています。

2016年 パークホテル東京 客室内壁画（汐留）
パークホテル東京企画AIHにて制作した“縄文”の部屋。
主にアクリル絵具を使用し、土器類までをこの部屋の中でつくる。
約1ヶ月の制作期間を経て、2017年より宿泊可能となった。

2010年 霧降高原動植物絵図
日光霧降高原の動植物と鳥瞰図をテーマに描かれた作品。墨・岩絵の具・アクリル絵具使用。

2020年 ＷＡＦ猪苗代での高校教室内壁画（一部）
生徒達も交え3週間の制作ののち完成となった。
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私
か
ら
残
す
言
葉
は
特
に
な
い
で
す
が
、

一
つ
だ
け
言
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

　
「
強
い
気
持
ち
、根
性
が
あ
れ
ば
、不
可

能
を
可
能
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
！
」　

　

後
輩
の
皆
さ
ん
、何
事
に
も
諦
め
ず
突
き

進
ん
で
く
だ
さ
い
。
応
援
し
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
、今
回
こ
の
よ
う
な
掲
載
の
機
会

を
く
だ
さ
っ
た
同
窓
会
、そ
し
て
こ
れ
ま

で
た
く
さ
ん
の
応
援
を
し
て
い
た
だ
い
た

全
て
の
方
々
に
、こ
の
紙
面
を
お
借
り
し

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

必
ず
優
勝
す
る
と
、心
に
決
め
ま
し
た
。

し
か
し…

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
。
そ
れ
は
私
た

ち
の
全
て
を
奪
っ
て
い
き
ま
し
た
。
最
後
の

年
な
の
に
、な
ん
で
私
た
ち
の
年
に…

と
、

何
度
も
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
い
つ
か
再

開
さ
れ
る
試
合
で
、最
強
の
私
で
ス
タ
ー
ト

ラ
イ
ン
に
立
つ
こ
と
だ
け
を
考
え
て
毎
日
練

習
を
続
け
ま
し
た
。
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
代

わ
り
に
あ
っ
た
広
島
で
の
全
国
大
会…

一
度

も
ト
ッ
プ
を
譲
る
こ
と
な
く
思
い
通
り
に
運

ん
だ
レ
ー
ス
、〝
夢
〞達
成
ま
で
あ
と
数
十

メ
ー
ト
ル
の
所
で
の
歩
型
違
反
、初
め
て
の

「
失
格
！
」。
今
ま
で
、味
わ
っ
た
こ
と
の
な

い
感
覚
を
経
験
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、私

は
死
に
物
狂
い
で
練
習
し
ま
し
た
。
そ
し

て
、三
年
生
秋
以
降
の
試
合
結
果
は「
全
国

レ
ベ
ル
三
つ
の
大
会
で
の
優
勝
！
」。
コ
ロ

ナ
禍
で
は
あ
っ
た
け
れ
ど
、十
分
満
足
の
い

く
成
果
を
得
て
、高
校
三
年
間
を
締
め
く

く
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。　
　

　

こ
れ
か
ら
私
は
大
学
生
に
な
り
ま
す
。

は
っ
き
り
言
っ
て
と
て
も
不
安
で
す
。
私

は
、今
ま
で
自
分
の
気
持
ち
の
強
さ
に
何
度

も
何
度
も
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
お
そ
ら
く

こ
れ
か
ら
も
そ
う
な
る
と
思
い
ま
す
。
宗

像
高
等
学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
一
生
忘
れ

る
こ
と
な
く
、私
の
原
動
力
に
し
て
こ
れ
か

ら
も
努
力
し
続
け
ま
す
。　
　
　
　
　
　

元
旦
に
東
京
で
行
わ
れ
た
競
歩
大
会
に
東
京

支
部
の
皆
様
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
く
れ
ま
し

た
。
熱
い
声
援
の
お
か
げ
で
見
事
な
成
績
を

残
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

（
顧
問
の
小
田
先
生
と
東
京
支
部
の
皆
様
と
一
緒
に
）

【
大
学
で
の
成
績
】　
　
　
　
　
　
　
　
　

〇
第
100
回 

関
東
学
生
陸
上
競
技
対
校
選

　

手
権
大
会 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

・
女
子
１
０
０
０
０
ｍ
競
歩　
　
　
　

　
　

第
１
位 

48
分
40
秒
53　
　
　
　
　

〇
第
60
回 

全
日
本
競
歩
輪
島
大
会
兼
ナ
イ

　

ロ
ビ
２
０
２
１　

Ｕ
20
世
界
陸
上
競
技

　

選
手
権
大
会
選
考
競
技
会　
　
　
　
　

　
・
Ｕ
20
女
子
10
㎞ 　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

第
２
位 

46
分
03
秒　
　
　
　
　
　

【
高
校
で
の
主
な
成
績
】　
　
　
　
　
　
　

〇
２
０
２
０ 

全
国
高
等
学
校
リ
モ
ー
ト
陸

　

上
競
技
選
手
権
大
会 　
　
　
　
　
　

　

・
女
子
５
０
０
０
ｍ
競
歩　
　
　
　
　

　
　

第
１
位 

23
分
13
秒
92　
　
　
　
　

〇
２
０
２
１ 

元
旦
競
歩
大
会
高
校　
　

 

　

・
女
子
５
㎞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

第
１
位 

22
分
30
秒（
大
会
新
記
録
）

〇
２
０
２
１ 
Ｕ
20
選
抜
競
歩
大
会　
　

　

・
女
子
５
㎞　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　

第
１
位 

22
分
28
秒（
高
校
歴
代
第
５
位
）

■
自
己
最
高
記
録　
　
　
　
　
　
　
　

　

・
５
０
０
０
ｍ
競
歩　
　
　
　
　
　
　

　
　

22
分
04
秒
95（
Ｒ
２
年
11
月
21
日
博
多
の
森
） 

　
　

高
校
歴
代
第
３
位　
　
　
　
　
　
　

　
　

Ｕ
18
日
本
高
校
歴
代
１
位　
　
　
　

梅
野
さ
ん
の
競
技
成
績

※

５
０
０
０
ｍ
表
記
は
、競
技
場
ト
ラ
ッ
ク
レ
ー
ス
、

　
５
㎞
、10
㎞
表
記
は
、一
般
道
路
レ
ー
ス

宗
像
市
の
聖
火
リ
レ
ー
の
ラ
ン
ナ
ー
に
選
ば

れ
た
梅
野
さ
ん
。 

残
念
な
が
ら
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
の
為
に
聖
火
リ
レ
ー
は
中
止
と
な
り
ま

し
た
が
、５
月
12
日
に
開
催
さ
れ
た
聖
火
リ

レ
ー
セ
レ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
参
加
し
ま
し
た
。

8宗 像 高 校 同 窓 会 報第51号 2021年7月1日



各
回
各
回

だ
よ
り

　

本
来
で
あ
れ
ば
、令
和
二
年
の
同
窓
会
報

に
掲
載
す
べ
き
処
、当
方
の
不
手
際
で
令
和

三
年
の
会
報
に
掲
載
に
な
り
お
詫
び
致
し

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

令
和
元
年
六
月
二
十
六
日
に
、昭
和
三

十
二
年
度
卒
業
生
の
同
窓
会
を
開
催
致
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

今
回
は
、玄
海
中
学
校
出
身
者
が
十
年

ぶ
り
の
当
番
幹
事
と
し
て
お
世
話
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

当
年
は
、同
窓
生
一
同
が
傘
寿
を
迎
え
た

節
目
で
も
あ
り
、万
難
を
排
し
て
役
目
を

果
た
さ
な
け
れ
ば
と
有
志
に
呼
び
か
け
、

六
名
の
幹
事
が
お
世
話
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

潮
風
爽
や
か
な
さ
つ
き
松
原
沿
い
の
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
宗
像
を
会
場
に
恩
師
お
二
人

並
び
に
同
窓
生
三
十
名（
内
初
参
加
者
九

名
）の
集
い
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　

　

ご
来
賓
の
恩
師
髙
田
恒
太
郎
先
生
並
び

に
桒
野
正
尚
先
生
は
、当
年
卒
寿
を
お
迎

え
に
な
ら
れ
、お
元
気
な
お
姿
に
同
窓
生

一
同
感
激
致
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

正
午
に
開
会
し
、代
表
幹
事
の
永
嶋
弘

康
さ
ん
の
発
起
人
挨
拶
と
当
番
幹
事
の

紹
介
に
続
き
、ご
来
賓
の
両
恩
師
に
花
束
贈

呈
の
後
に
恩
師
の
ご
挨
拶
を
拝
聴
致
し
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

続
い
て
、ご
逝
去
の
恩
師
並
び
に
同
窓
生

の
物
故
者
十
四
名
の
追
悼
の
黙
祷
を

捧
げ
、校
歌
斉
唱
と
続
き
開
宴
と
な
り
ま

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

遠
路
横
浜
市
か
ら
参
加
さ
れ
た
大
塚
俊

孝
さ
ん
に
乾
杯
の
音
頭
を
お
願
い
し
、賑
や

か
な
宴
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。　
　
　
　

　

宴
会
は
、十
年
前
の
前
回
当
番
時
は

ビ
ュ
ッ
フ
ェ
方
式
で
好
評
で
し
た
が
、今
回

は
行
動
範
囲
を
考
慮
し
て
、四
つ
の
円
卓
に

分
か
れ
和
中
折
衷
の
卓
盛
り
料
理
に
致
し

ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

三
時
間
弱
の
宴
会
も
各
テ
ー
ブ
ル
で
の

話
が
弾
み
、準
備
を
し
て
い
た
カ
ラ
オ
ケ
機

器
や
毎
回
有
志
の
出
し
物
の
隠
し
芸
も
出

番
が
な
い
ほ
ど
で
、瞬
く
間
に
時
間
が
経
過

致
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

閉
会
の
前
に
次
回
の
当
番
の
津
屋
崎
中

学
校
出
身
代
表
の
小
柳
元
彦
さ
ん
と
三
苫

登
志
さ
ん
両
名
に
永
嶋
弘
康
さ
ん
か
ら
引

継
ぎ
の
挨
拶
が
行
わ
れ
、幹
事
の
高
橋
美
幸

か
ら
の
閉
会
の
挨
拶
に
よ
り
同
窓
会
は
終

了
と
な
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

　

次
回
の
二
年
後
の
再
会
を
約
束
し
て

送
迎
バ
ス
を
見
送
り
無
事
役
目
を

終
わ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

幹
事
一
同
は
例
年
に
な
く
遅
い

梅
雨
入
り
の
雨
が
降
り
出
し
た
中

で
の
帰
宅
と
な
り
ま 

し
た
。　
　

　
　
　
　
　
（
当
番
幹
事
一
同
）

宗
高
８
回
生

昭
和
32
年
卒
業

恩
師  

桒
野 

正
尚 

先
生

恩
師  

髙
田 

恒
太
郎 

先
生
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終身会費・年会費納入者一欄
令和3年3月31日現在分を掲載　・終身会費：10,000円  ・年会費：1,000円（年会費として納入するときは10年間納入）

個人情報保護のため、PDFではご協力いただいたみなさまの
お名前を非表示としています。
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令和3年度  宗像高校同窓会 総会

宗像高校同窓会
ホームページ（公式）

http://www.munakou-dousoukai.jp/
住所変更等の連絡は、ホームページから出来ます。
同窓会の最新情報を掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

※各支部同窓会の総会に参加してみようと思われる方は、どの地域からでも
　ご参加いただけます。    ぜひ、事務局までお問い合わせください。多くの方
　々のご参加をお待ちしています。

宗像市役所支部
現在、総会日時については検討中です。

関 西 支 部
日　　時︓令和3年10月30日（土）12:00～
場　　所︓新大阪ワシントンホテルプラザ（大阪市淀川区西中島5-5-15）
問合せ先︓支部長 川端 正  ℡ 0798-26-3828（090-8533-0366）

東 京 支 部
中止に決定日　　時︓

場　　所︓
問合せ先︓事務局長 花田 亮  ℡ 080-9559-2011

北九州支部

日　　時︓令和3年11月14日（日）11:30～
場　　所︓八仙閣（福岡市博多区博多駅東2-7-27）
問合せ先︓事務局長 加藤 和久  ℡ 090-3521-6733

日　　時︓令和3年11月6日（土）11:00～
場　　所︓遠賀コミュニティセンター（遠賀郡遠賀町広渡23-6）
問合せ先︓支部長 小川 和明  ℡ 090-6638-9641

福 岡 支 部

当番幹事：宗高37回・47回・57回
●JR東郷駅宗像大社口より送迎バスがあります。運行時間は、
　午前10:00から午前12:00の２時間を予定しています。

●当日は、消毒・換気・検温などのコロナウイルス対策を万全
　に行います。マスク着用でご参加ください。
　尚、飲食はできませんが、参加者の皆様にお土産等をご準備
　しております。

各　支　部

《事務局》  宗像高等学校事務長　島 﨑  敬 子
                     〒811-3436  福岡県宗像市東郷6丁目7-1
                     TEL ０９４０-３６-２０１９

奨 学 金 事 業 に つ い て
一般財団法人 福岡県立宗像高等学校後援会 代表理事 川 島  照 亮　

《令和3年3月までにご寄付頂いた方》

・宗像高校 前校長 三宅 竜哉 様
・昭和27年卒 川島 照亮 様
・昭和36年卒 竹井 淳 様
・昭和43年卒 東京支部副支部長 古瀬 保子 様

・宗像高校同窓会 福岡支部 様
・宗像高校同窓会 ゴルフ大会実行委員会 様
・宗像高校同窓会 様

　本後援会は、昭和６年、当時の旧制中学校の後援を
目的として周辺町村長を中心とする地域の有志により
設立された現文部科学省認可の一般財団法人です。当
初は、旧制中学校発展に資するため、土地の取得や、職
員住宅の確保等を主な事業としていました。その後、学
校諸施設に対する援助等を主な事業としてきましたが、
平成15年度からは新たに奨学事業を発足し、令和2年度
には、計10名に総額120万円の奨学金を給付しておりま
す。奨学生の皆さんは、経済的困難な状況に負けること
なく勉学を続けることができ、自己の目標達成に向けて

頑張ることができました。　　　　　　　　　　　　
　なお、令和2年度は、各方面から34万円余のご寄付を
いただいております。ここにご寄付をいただいた方の
ご氏名を掲載させて頂き、本紙面をお借りして改めてお
礼に代えさせていただきます。本財団法人は、今後とも
在学生の奨学支援に力を注いで参る所存ですのでご支
援の程よろしくお願い申し上げます。　　　　　　　

■日　時：令和３年８月28日（土）

■会　場：福岡国際カントリークラブ

■参加費：3,500円

■申込締切：令和３年７月26日（月）

■問合せ先：宗像高校同窓会事務局
　　　　     Tel.0940-36-4422
　　  　　　　　     （平日 10:00～16:00）

●申込は一人でも出来ますが、出来
　れば１組単位でお願いします。

宗高同窓会ゴルフ大会のご案内第27回

＊コロナ感染対策を万全に行い開催します。＊

奨学金、
ありがと
うござい
ました。

【チケット購入方法について】
■下記の銀行口座に会費3,000円をお振込みをお願い致
　します。 ※振込手数料はご負担願います。
■同窓会総会当日、受付にて確認後、チケットをお渡しい
　たします。チケットを受け取ってご参加ください。
　  振込銀行 ： 福岡銀行 宗像支店  普通 1873565
　  口座名義 ： 宗像高等学校  37回生
　      　　　　会計  仲宗根  雅美

円3,000
（宗像市田野１３０３）

令和３年 3月 日（日）
11:00～総会

ロイヤルホテル宗像

10
ところ

とき

会費
豪華福引も
あります。

※開催状況等については同窓会ホームページにて随時お知らせいたします。
※今後の状況により中止になる場合があります。
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